
概

る。 令和　５年度の優

施

先度

③
ファイリングシ

策

ステム維 部署 22 21

名

24
1 持管理指導 以上

広

　□ Ａ　　　 □ 

報

Ｂ　　　 □ Ｃ　　

・

　 □ Ｄ　

情報公開

広

制度について適正に対

聴

応したほか、Logo

基

フォーム（電子申請シ

本

ステム）により公文書

目

開示請求を受け付
■ 

標

計画どおり   
令和

共

　３年度 けできるよう

に

にすることで行政手続

創

きのオンライン化に寄

る

与した。ファイリング

持

システムについて、庁

続

内の維持
□ 遅延  

的

       
の評価

に

管理指導は、繁忙期と

発

指導の日程が重なって

展

しまったことから来年

す

度に繰越すこととなっ

る

た課があり、目標より

ま

□ 進展なし    

ち

 
も1件少ない21課

要

の維持管理指導となっ

施

たが、新入職員向けの

策

研修会は目標どおり実

の

施した。
■ 維持　□

目

 拡大 公文書開示請求

的

にLogoフォーム（

必

電子申請システム）を

要

活用するなど市民の利

な

便性の向上に努めると

行

ともに、フ
事業区分 □

政

 自治事務   □ 

情

法定受託   □ そ

報

の他
今後の方向性 □ 

を

縮小　□ 改善 ァイリ

市

ングシステムの維持管

民

理指導、研修等を継続

に

することにより、公文

わ

書開示請求があっても

か

スムーズに対応
（改善

り

措置等）□ 休止　□

や

 終了 できるような公

す

文書管理を行っていく

く

。
計画対象 □ 実施計

伝

画査定対象  □ 行

え

政改革対象 
□ 廃止

、

　　　　 

※決算額に

広

ついては、端数処理に

く

より、他資料の決算額

意

と差異が生じている場

見

合もあります。

を聴き市政に生かす、市民に開かれた行政運営に取り組むこと。

施策の方向 情報公開と説明責任の確立

三島市情報公開条例に基づき適正な処理を行ったほか、新たにLogoフォーム（電子申請システム）により公文書開示請求を受け付けることで、情報公開制度における市
■ 計画どおり   

令和　３年度 民の利便性の向上を図った。
□ 遅延         

の評価 また、ファイリングシステム（公文書管理）についても、実施計画に基づいた維持管理指導、研修会等を実施した。
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 引き続き情報公開制度について、市の情報伝達手段を用い周知を図っていく。併せてLogoフォーム（電子申請システム）を活用した公文書開示請求を受け付けることで

今後の方向性 □ 拡大　　　　 市民サービスの向上を図るとともに、適切な情報公開制度の運用を行っていく。

（改善措置

1

等） □ 縮小　　　　

頁

 また、情報公開に対

令

応したファイリングシ

和

ステムの維持管理指導

 

を継続して行うことに

3

より、適正な公文書管

年

理を図っていく。
□ 

度

改善　　　　 

　　事務事業評価表（個

No. 事務事業名 活

票

動内容 コスト（事業費

）

：千円）

情報公開制度

課

の実施事業 令和　２年

名

度 令和　３年度 令和　

企

３年度 令和　４年度 令

画

和　２年度 令和　３年

戦

度 令和　３年度 令和　

略

４年度
活動指標名 単位

部

実績 計画 実績 計画 決算

広

当初予算 決算 当初予算

聴

全体事業概要
①

情報公

文

開制度等に関する 回以

書

1 1 1
三島市情報公開

課

条例に基づき、公文書

作

開示請求に対す 研修、

成

通知又は庁内報に 上
る

日

開示手続を適正に行う

令

。また、情報公開制度

和

や公文 よる周知回数 0

　

246 510 184
書

４

の適切な管理について

年

の研修、通知又は庁内

　

報によ
②

ファイリング

８

システムに 回以 1 1 1

月

り職員の意識向上を図

　

ることで、適正かつ迅

５

速な公文 関する職員研

日

修 上
書の開示につなげ


